
紙面の都合上、質問は抜粋しています

◎猪川　護　　〇横内博之
　杉浦良子　　眞鍋利憲
　飛鷹裕輔

議案第 67 号
令和 6 年度
四国中央市一般会計補正予算（第 3 号）[ 所管分 ]

◎三宅繁博　〇眞鍋幹雄　
　三浦克彦　　飛鷹裕輔　　曽我部　清

産業建設委員会
審査概要

◎委員長　〇副委員長

　質問
駅・周辺施設整備事業の伊予三島駅南口駐輪場の整備に
ついて、完成までの大まかなスケジュールを伺う。	

　答弁
伊予三島駅南口駐輪場の整備については、本年 11 月に入
札を行い、12 月に工事に着工する予定である。完成は、
令和７年５月を予定している。

　質問
農業振興費県補助金の担い手総合支援事業費補助金につ
いて、対象要件と対象人数を伺う。	

　答弁
担い手総合支援事業費補助金の対象要件は、認定農業者
であることなどが要件となっている。本市の認定農業者
数は現在 117 人であり、そのうち 4人に対し、農業機械
購入費の一部を補助する見込みである。

議会だより

編集委員会

　この議会だよりが皆さまのお手元に届く頃には、改
選によって新しい市議会議員が就任しているかと思い
ます。	 	 	 	 	 	
	
　通常であれば、改選後の議会だより 12 月号では、
新しく就任する議員の紹介を掲載するのですが、今回
はスケジュールが間に合わず、頭を捻った結果、これ
までの 4年間を振り返る内容といたしました。	
	
　人も組織も成長のためには、振り返りが欠かせませ
ん。市民の皆さまも一緒に振り返っていただき、就任
した市議会議員と一緒に四国中央市を成長させる一助
になっていただきたいと願っております。	 	
	
　4 年間、議会だよりをご愛読いただき、ありがとう
ございました。

今号の表紙

10月４日～７日にかけて、
三島川之江港に寄港した
南極観測船「しらせ」です。
10 月５日と 6日の２日間
にわたり艦内が一般公開
され、約１万２千人が来
場しました。写真は出航
前夜に撮影したものです。

◎猪川　護　　〇横内博之
　杉浦良子　　眞鍋利憲
　飛鷹裕輔

編集後記



紙面の都合上、質問は抜粋しています

議案第 67 号
令和 6 年度
四国中央市一般会計補正予算（第 3 号）[ 所管分 ]

議案第 67 号
令和 6 年度
四国中央市一般会計補正予算（第 3 号）[ 所管分 ]

総務市民委員会
審査概要

◎委員長　〇副委員長

◎原田泰樹　〇谷内　開　
　山川和孝　　川上賢孝　　  吉田善三郎　谷　國光　

◎吉原　敦　　〇眞鍋利憲　
　横内博之　　杉浦良子　　猪川　護　　山本照男

教育厚生委員会
審査概要

◎委員長　〇副委員長

　答弁
当基金については、大会運営の財源を安定的に確保する
ものとして大きな意義を持つものである。
3000 万円という金額については、2025 年大阪・関西万博
における書道パフォーマンス甲子園	in	EXPO での活用を
想定したものである。書道パフォーマンス甲子園	in	EXPO
については、本市から参加する高校生ボランティアの移
動や宿泊の費用のほか、PR などに関する費用や日帰りバ
スツアーなどに基金を活用したいと考えている。なお、
さまざまな費用について、物価高騰に対応ができるよう

　質問
国際紙製品展示会出展事業の費用対効果について伺う。

　答弁
令和 6 年度は、国際紙製品展示会に市内 16 企業が出展
した。効果としては、会期３日間で本市のブースに延べ
8850 人の方に来場していただき、市内企業で生産された
紙製品や加工技術、伝統などを紹介することができた。
また、出展企業は来場者との名刺交換枚数を平均で約 150
枚と目標設定していたが、成果として平均で約 200 枚の
名刺交換ができ、目標を大幅に上回った。
名刺交換が商談のきっかけとなり、会期後2週間のうちに、
商談件数が出展企業平均で約 7件あったと報告を受けて
いる。

　質問
家具等固定推進事業費補助金について詳細を伺う。

　答弁
市内の 65 歳以上のみの世帯で構成される世帯のうち、
100 世帯を対象に 1世帯 1万円を限度額として補助する
ものである。対象物は、L字金具やガラス飛散防止フィル
ムなどである。
また、高齢者は家具などの固定具の取り付けも困難だと
思われるので、四国中央市シルバー人材センターに取り
付け作業を委託したいと考えており、そちらを利用した
場合でも補助対象となる。

　質問
書道パフォーマンス甲子園振興基金積立金について、ど
のような想定により 3000 万円という額の積み立てとなる
のかを伺う。また、今の時期に積立てを行う理由につい
ても伺う。

資金を確保しておく必要がある。
来年度は、7月下旬に第 18 回書道パフォーマンス甲子園、
8月 21 日に書道パフォーマンス甲子園	in	EXPO の開催が
決定しており、1か月で大規模な 2つの全国大会を実施
することになる。スケジュールがタイトであることから、
今年度から準備に取り掛かる必要があり、現在の税収の
状況を鑑みて、今の時期に積み立てを行うものである。



議会傍聴議会傍聴ののご案内ご案内
四国中央市議会は、誰でも本会議を傍聴
することができます。
傍聴を希望される方は、議場で住所と氏
名を記入して入場してください。
傍聴席には限りがありますので、団体で
傍聴を希望される場合は、あらかじめ議
会事務局までご連絡ください。

議会事務局　28-6048

日程や内容などを知りたい方は…

市報の「くらしの情
報」または市議会
ホームページをご
覧ください。

市議会ホームページ

34ページからの続き

番　号 件　名 議決結果

諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 異議なき旨
答　　　申

四国中央市議会議員辞職の件 許　　可

四国中央市議会議長の選挙について 選　　挙

決算特別委員会の設置について（議長発議） 原案可決

決算特別委員会委員の選任について 選　　任

 5 年
陳情第 5 号 学校給食の無償化を求める意見書の提出を求める陳情について 継続審査

 6 年
陳情第 1 号 加齢性難聴者への支援に関する陳情について 継続審査

「四国中央市市議会議長の四国中央市職員に対するハラスメントが疑われる事案への調査依頼に
ついての申入書」に対する調査結果報告書受理後の市の対応状況について回答を求める動議 原案可決

「四国中央市市議会議長の四国中央市職員に対するハラスメントが疑われる事案への調査依頼に
ついての申入書」に対する調査結果報告書受理後の市の対応状況について本日中に回答を求め
る動議

原案可決



33ページに続く

令和6年９月９月定例会　議決結果一覧
番　号 件　名 議決結果

議案第 64 号 四国中央市役所駐車場条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 65 号 四国中央市太陽の家条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 66 号 四国中央市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 67 号 令和６年度四国中央市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 68 号 令和６年度四国中央市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 69 号 令和６年度四国中央市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 70 号 令和５年度四国中央市水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第 71 号 令和５年度四国中央市工業用水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第 72 号 令和５年度四国中央市公共下水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第 73 号 愛媛地方税滞納整理機構規約の変更について 原案可決

議案第 74 号 愛媛県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 原案可決

議案第 75 号 財産の無償譲渡について 原案可決

議案第 76 号 財産の無償譲渡について 原案可決

議案第 77 号 財産の無償譲渡について 原案可決

議案第 78 号 令和６年度焼却施設延命化点検整備工事請負契約の締結について 原案可決

議案第 79 号 城山下臨海土地造成工事変更請負契約の締結について 原案可決

議案第 80 号 物品購入契約の締結について 原案可決

議案第 81 号 上野財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 82 号 北野財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 83 号 土居地区財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 84 号 畑野財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 85 号 入野財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 86 号 浦山財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

認定第１号 令和５年度四国中央市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

認定第２号 令和５年度四国中央市水道事業会計決算、四国中央市工業用水道事業会計決算及び四国中央市
公共下水道事業会計決算の認定について 認　　定



紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約して掲載しています
一般質問 二次元コードから、各議員の質問の映像を見ることができます

飛鷹裕輔
議員

谷  國光
議員

　質問
電子図書館がスタートした
が、子どもや高齢者等は、サー
ビスを利用できているか。	
東予地域でも移動図書館を
運行している自治体がある
が、移動図書館があれば、図
書館から離れた地域の住民に
もサービスの提供が可能とな
る。導入について篠原市長の
決断を求める。

　答弁　　　市長、副市長、教育指導部長、教育管理部長、
　　　   　    文化・スポーツ振興課長、学校教育課長
令和 4年に導入した電子図書館には、音声読み上げ機能や文字サ
イズ拡大機能によって、読書困難者や高齢者の方でも気軽に本を閲
覧できる環境を整備している。
移動図書館は、知識社会の中で公平性を保つための重要な取り組み
の一つであり、年齢や健康状態、交通手段の問題などで図書館へ足
を運ぶことが困難な方に対して、大きな意義を持っていると考える。
一方で、導入と運用には、車両、書籍、人員のみならず、安全管理
などの点でも十分な検討が必要となるため、市民ニーズの把握など
を含めて調査研究を進めていきたい。

　質問
本件事案については、前代未
聞の不祥事であり、絶対に許
されない行為である。にもか
かわらず、いまだに当該市職
員への正式な謝罪がないこと
に対する市の見解を伺う。

　答弁　　　副市長、総務部長
職場におけるハラスメントは、働く人が能力を十分に発揮すること
の妨げになることはもちろん、個人としての尊厳や人権を不当に傷
つけるなどの人権に関わる許されない行為である。
本件事案については、調査結果報告を提出していただいたところで
あり、報告内容と申立書をしっかりと精査し、真摯に対応していき
たい。
なお、調査結果については、慎重に取り扱うべきものであるため、
職員への正式な謝罪がないことに対する見解については、お答えは
控えさせていただくが、市としては、今回このような事態が起こっ
たことは、非常に残念に思っている。

市民にとって利用しやすい図書館行政を

篠永前議長の市職員に対する暴言と暴力行為について

その他の質問　　教育委員会から議会への報告の頻度について

第７期 四国中央市議会議員は
広報１月号でご紹介します

11 月 17 日執行 四国中央市議会議員選挙



紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約して掲載しています

三宅繁博
議員

杉浦良子
議員

谷内  開
議員

　質問
議員と市職員では、厳密には
ハラスメント関係にはないも
のの、極めて上下関係に陥り
やすい。
職員以外の関係者からの市職
員に対するハラスメントにつ
いては、市民との関係におい
ても常に危険性をはらむこと
から、市としてどう対峙して
いくのか伺う。

　答弁　　　市長、副市長、総務部長、人事課長
管理監督権限が及ばない職員以外の関係者などからの職員へのハラ
スメント対応に関して規定がない状況では、市が行う調査・対応に
は限界がある。そのため、職員間以外で起こるハラスメント防止な
どを想定したルール作りを検討していかなければならないと考えて
いる。労働施策総合推進法第 30 条の 2に規定されているとおり、
雇用管理上の措置として、ハラスメントに関する苦情相談が職員か
らなされた場合には、苦情相談に係る問題を解決するため、迅速か
つ適切に対処しなければならない。
併せて、職員へのハラスメント研修を通して、職員が相談しやすい
環境作りに努め、相談があった場合は真摯に受け止め、然るべき対
応を取っていきたい。

　質問
子育て中は、さまざまなサ
ポートが必要であるが、定年
が延長される中、祖父母が育
児に参加できるよう「孫休暇」
を導入してはどうか。
また、待機児童の増加は、保
育士の安価な給与が原因と考
えるが、資格手当など、給与
に上乗せできる手当などの待
遇について、市の見解を伺う。

　答弁　　　総務部長、人事課長
県内では、伊予市と今治市が孫の看護休暇を導入している。定年延
長に伴い、高齢の職員の割合が増加することから、孫だけでなく、
高齢の親の看護などにも対応できる「家族看護休暇」について検討
していく必要があると考える。
また、給与に上乗せできる手当などについては、職種ごとに給与に
差をつけているため、資格手当の支給はしていない。一方、会計年
度任用職員は、今年度から期末・勤勉手当も支給されており、昨年
度より着実に処遇は改善されている。しかしながら、保育士は、慢
性的に不足していることから、引き続き近隣自治体や民間事業者な
どとの均衡も考慮し、時代に即した給与の設定を行っていきたい。

その他の質問
女性、子供のワンストップ相談体制について　 川之江城山公園について	 	
市内の古墳について　 市からの郵便物について

　質問
ネット依存は、睡眠不足や生
活習慣の乱れにつながり、不
登校を招く一因であると言わ
れている。
令和 4 年度点検評価報告書
では 12 月末現在、小学校で
44 人、中学校で 129 人が不
登校となっているが、市の不
登校対策について伺う。

　答弁　　　教育指導部長、学校政策課長
不登校支援における学校外の居場所づくりとして、令和 5年 10 月
1日に教育支援センターを新設した。また、民間フリースクールと
は、「不登校児童生徒等支援民間施設連絡会」を設け、児童生徒の
在籍校、民間施設、教育委員会が支援に向けた協議を行い、具体的
な連携のための体制づくりを進めている。
いまだ不登校に対する正しい理解が進んでおらず、当事者やその保
護者がつらい思いをしている現実がある。今後は、不登校に対する
周りの理解が得られるよう、広く周知できる方法を検討し、周囲の
不登校に対する理解を深め、社会全体で子どもたちの安心できる学
びを支えることができるよう努めていく。

その他の質問 障がい者就労支援について　 市民に寄り添う選挙について

子育て支援について

「睡眠教育」の勧めによる不登校対策について

議員からの市職員に対する不適切な言動疑惑を受けて、    
職員保護の観点から市の認識と今後の対応について伺う



一般質問 二次元コードから、各議員の質問の映像を見ることができます

吉原  敦
議員

横内博之
議員

三浦克彦
議員

　質問
本事業は、計画通りに進捗し
ているのか。工事期間中の台
風や波浪などの気象災害対策
と併せて伺う。
また、秋冬にかけての市民の
スポーツイベントなどに影響
はないのか伺う。

　答弁　　　副市長、建設部長、港湾課長
令和 6年 8月末現在、本工事全体の進捗率は 56.2％となっており、
全体工程に遅れはなく、計画通りに進んでいる。気象災害について
は、事前に工事箇所の調査・点検を行い、現場にある重機や資材な
どを周辺地域に影響を与えない場所に移動、または固定するなど、
対策を講じている。
現場周辺では冬季にかけて、駅伝大会を始め各種スポーツ大会が開
催されるが、交通誘導員の適切な配置や環境対策など、安全対策の
徹底を図るとともに、周辺施設利用者、特に冬休み中の子どもの安
全面には十分配慮しながら工事を実施する。工事施工業者を始め、
地元関係者、関係部署とも連携を図りながら、スポーツ大会や施設
利用者に配慮した工事の実施に努める。

その他の質問
がん治療に伴うウィッグ、補整具等の購入費用の助成について　	
障がい者の市内での入院について　 成年後見制度について

　質問
若者世代に本市に定着しても
らう観点や人口減少問題の観
点からも、若者同士の出会い
の支援は大切だと考える。友
活・恋活・婚活などの出会い
の支援について、事業実績と
今後の計画を伺う。

　答弁　　　副市長、産業支援課長、学校教育課長
従来の婚活より少しハードルを下げた友達作りから始める、「友活・
恋活チャレンジ事業」を昨年度から始めている。初年度は 3団体
が実施し、46人が参加した。今年度は4団体が実施する予定である。
また、従来から実施している婚活事業については、今年度から回数
を 1回増やし全 3回とした。そのうち 2回は実施済みで、35 人が
参加し 10 組のカップルが成立した。
友活・恋活チャレンジ事業については、市内の女性の参加者が少な
い傾向にあることが課題であり、今後は近隣自治体と連携した広域
的な案内や開催を検討している。

その他の質問
出産・育児環境の改善について　 放課後児童クラブの改善について	 	
観光振興について　 職員の生産性向上について　 地域防災力の強化について

　質問
自らの交通手段を持たない高
齢者や障がい者への移動手段
の費用負担軽減やデマンドタ
クシーと連携した支援など、
今後ますます増加する交通弱
者への支援について伺う。ま
た、デマンドタクシーの運用
のあり方の再検討が必要と思
うが、市の考えを伺う。

　答弁　　　市長、副市長、観光交通課長、長寿支援課長
交通弱者への支援として、まず高齢者の移動支援については、せと
うちバスの組み合わせ乗車券の購入費用を65歳以上の方には2冊、
75 歳以上の方には 3冊を限度に半額補助している。また、障がい
者の移動支援については、条件を満たす方に対して、自家用車への
給油、タクシーやデマンドタクシー、福祉バスを利用する際に使用
できる、年間 7000 円分の「しこちゅ～お出かけチケット」を交付
している。
高齢者や障がい者の方が地域で安心して暮らすことができるよう、
引き続き生活ニーズを踏まえ、交通政策を所管する部署と連携しな
がら、必要に応じて施策の充実を図っていく。

その他の質問 鳥獣被害防止対策について　	 帯状疱疹ワクチン接種費用の助成について

城山下臨海土地造成事業の下半期の動きについて伺う

若者世代に選ばれる街になるために

公共交通が交通弱者をどう支えるのか



5 / 20  （土） 18：00 ～19：30 新宮公民館

5 / 27  （土）

上分公民館
19：00 ～20：30 寒川公民館

長津公民館

議会報告会議会報告会のの開催開催
３年ぶりに開催します。
ご近所お誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。
出席予定議員については、34 ページをご覧ください。

議事調査課　 28-6048
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議会発
食と職を未来につなぐ条例を制定議場に青春を 市政に若き声を

祝！市発足 20 周年

日本一の紙のまち高校生議会

議員と CAFE TALK
「未来の四国中央市」語ろうや！

四国中央市農業振興条例

　市内の３高校を代表して、22 人の高校生が
市議会を体験しました。
　高校生議員たちは、自分の夢や希望を織り
交ぜながら、篠原市長を始めとする市の担当
者たちに、市政に対する要望や質問をしまし
た。

　記念すべき節目の年に、これまでとは違っ
た形で市民に議会を知ってもらおうと、議員
と若者が本音で語り合えるカフェをオープン
しました。
　「理想のまち」をテーマに 18 人の議員と高
校生を含む 25 人の若者がテーブルを囲み、現
状の分析と具体的な施策の立案をしました。

　本市の重要な産業である農業を持続的に発
展させることを目的に制定された条例です。
　行政や農業者、事業者、市民などの責務の
ほか、13 項目にわたる農業振興のための基本
方針を定めています。

令和 5年 8月

令和 6年 7月

令和 5年 9月GIKAI
NEWS

GIKAI
NEWS

GIKAI
NEWS



第６期
四国中央市議会を振り返る 

任期 令和 2 年 11 月 28 日～令和 6 年 11 月 27 日

№ 73№ 73

熱中討論
６月 29日（水）と 30日（木）の２日間にわたり、４つのテーマに分かれて討論しました。
この様子は四国中央テレビにて８月ごろ放送されます。ぜひご覧ください！

本紙議会だよりの写真については、撮影のためマスクを外しています

議長
山川和孝
在任期間

令和 6年 9月 3日 ~
　令和 6年 11 月 27 日

　日頃より市議会の活動に格別のご理解と
ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　この 4 年間を振り返りますと、何と言い
ましても市民生活や地域経済に多大な影響
を与えた「新型コロナウイルス感染症」へ
の対応が思い出されます。思い通りに活動
ができなかった中、市議会でできることを
模索し、ペーパーレス化による議会運営や
オンライン会議など、時代に沿った「議会
DX」を推進しました。
　苦しかった 3 年間を乗り越え、令和 5
年 5 月には 3 年ぶりに「議会報告会」を
開催。同年 8 月には、市内 3 高校の生徒
を高校生議員として任命し、「高校生議会」
を開催しました。

　令和 6 年 7 月には、市発足 20 周年の節
目に「議員と未来の四国中央市語ろうや！」
と題し、議員と若者が本音で語り合えるカ
フェトークを開催するなど、ようやく市議
会も「日常」を取り戻すことができました。
　当たり前のように存在していた日常のあ
りがたさを実感すると同時に、それを守り、
支えて下さっている多くの方々に、改めて
感謝と敬意を表する次第です。
　本市の未来へ向けて、子どもたちが健や
かに育ち、若者が誇りを持って活躍できる、
魅力あふれるまちとなりますよう、市議会
一丸となって、誠心誠意取り組んでまいり
ますので、一層のご支援とご鞭撻を賜りま
すようお願い申し上げます。

議会発
愛があふれる条例を制定 コロナを乗り越え３年ぶりの開催

四国中央市障がいのある人もない人も共に
安心して暮らせる愛ある社会を目指す条例 議会報告会

　「心のバリアフリー」を広げ、障がいの有無
にかかわらず、互いを尊重し合いながら共に
安心して暮らす「共生社会」の実現を目指し
た条例です。
　行政や事業者、市民の責務を定めるととも
に、互いに連携・協力して障がいに対する理
解を深め、支援をしていくために必要な方針
を定めています。

　市民の皆さまに、市議会の仕組みや市の予
算、議会の審査概要を議員が直接説明し、質
疑を通して意見交換をしました。
　報告会は、新宮公民館、上分公民館、寒川
公民館、そして長津公民館の 4 会場で開催し、
計 72 人の参加がありました。

令和 3年 9月 令和 5年 5月GIKAI
NEWS

GIKAI
NEWS



重要港湾三島川之江港に寄港した南極観測船「しらせ」

5×6

エリエールペーパーテクノロジー

採用応募前工場

見学随時実施中！
TEL 0896-29-5611


